
1



2



233,927

16 184
3



18

4



OK

5



6



7



8



9



16

14

103

45

27

7

36

6

0 50 100 150 200

n=254

10



57

52

56

34

48

43

37

34

38

34

18

3

1

47

40

27

47

29

25

24

23

12

14

23

3

3

0 20 40 60 80 100 120

n=254

11



65

53

44

19

34

32

35

17

0 20 40 60 80 100 120

n=254

12



76

56

40

39

40

34

27

25

25

22

17

11

1

45

40

34

35

28

30

27

18

16

16

20

4

1

0 20 40 60 80 100 120 140

n=254

13



14



15



↓
NEVER

8/21 9/20

16



17



→

←

18



←

19



←

20



←

21



←

↓

22



←

23



←

↓

24



↑

→

25



←

←

→

26



NAVER 10 Weibo
KOL

27



参考資料２
（マリンワールドPFI㈱）

令和5年度国営海の中道海浜公園
における希少生物の域外保全活動

マリンワールド海の中道
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R5年度上半期活動実績

活動項目
1.水田

2.希少生物の保全
a)ニッポンパラタナゴ(ⅠB類)
b)カスミサンショウウオ(Ⅱ類)
c)ヌマガイ

3.大型ビオトープ
ナンゴクデンジソウ(ⅠA類)
ミズオオバコ(ⅠB類) 等

4.観察会利用
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1.水田

2023.6.9 2023.6.9

2023.8.6 2023.10.1
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2.希少生物の保全 R5年上半期
a)ニッポンパラタナゴ

a)-1.繫殖実績
①池で自然産卵→水槽内遊出 280個体
②ヌマガイ池自然繫殖個体 486個体確認

a)-2.新規移植個体
7/15 おやこ生きもの観察会

ヌマガイ池 50個体
7/23 水辺の生きもの観察会

丸池 50個体

a)-3.環境共生の森内移動
10/14 ヌマガイ池→いのちの池 36個体
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2.希少生物の保全
b)カスミサンショウウオ(ビオトープ保全区画)

観察会等で継続して使⽤
c)ヌマガイ

※今年度も、⽔槽内でヌマガイの
放卵・放精が確認され、⽔槽内に収容
したゴクラクハゼ69個体を収容。
グロキディウム幼⽣を寄⽣させたのち、
4つの育成⽔槽(0.5㎥)に収容したが、
稚⾙にまで育たなかった。
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3.大型ビオトープ
ナンゴクデンジソウ・ミズオオバコ等順調に育成
定期的な除草整備

2023/5/20 2023/9/9

⼟の再搬⼊ 2023/9/9
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4.観察会

1)水辺のいきもの観察会(7/23)

2)おやこビオトープ観察会
①6/17 ②7/15 ③9/16 ④10/21
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